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上空から見た外観

　年月に完成した新校舎は、大好きな仲間と共に
心かがやく子どもたちを育む最新の教育施設として整備
されました。コミュニティハウスも併設され、地域の皆
さまと共に歩む学校として再出発いたします。
　学校統合から、現在に至るまで、地域の皆さま、保護
者の皆さま含めたくさんの方のご理解とご協力を得て事
業を進めてきました。建設工事においては延期となる事
象も発生しましたが、保護者の方、地域の皆さまのご理
解とご支援に支えられ、施工会社も一生懸命に工期短縮
にご尽力したと聞き、大変感謝しております。

　学校現場では、旧笹山小学校にて教育活動を実施して
きました。統合によって児童数が増えたことで仮設校舎
をグラウンドに建設し、狭い校庭での体育授業を実施す
るなど、さまざまな工夫をし、教育活動を充実させてき
ましたが、新年からは、心機一転、新しい校舎での教育
活動が始まり、新たな歴史が刻まれていきます。
　新校舎は６ｍの高低差を生かした施設配置の中、大き
な中庭を挟んで回遊できる教室配置となっており、大好
きな仲間との交流がさらに盛んになることが期待されま
す。また、校舎の周りには、野菜などの栽培ができる学
級園も配置されています。上菅田笹の丘という名前にあ
るように、丘の上にある本校は、自分たちが暮らす地域を
四周で見渡すことができる明るい空間になっています。
　保護者の皆さま、地域の皆さま、上菅田笹の丘小学校
の建て替えに携わっていただいたすべての皆さまへ、改
めて感謝いたします。どうもありがとうございました。

　旧上菅田小学校と旧笹山小学校の統廃合を目指して
年のプロポーザルで選定されました旧上菅田小学校の
跡地に建つ約クラスを持つ学校です。三つの異なる敷
地レベルを持つこと、丘の上に立つ立地条件、東側に維
持されてきた見事な桜並木、五つも校門があることなど、
敷地条件や気候条件から中央の中庭（みんなの庭）を通
過しながら、学校全体が回遊式になっており、常に誰か
と出会えるようなプランニングを目指しました。

　上下方向の移動する五つの階段室を回遊式動線に絡め
て、縦方向の環境的な装置としても配置していること、
また行き止まり廊下を作らず、各廊下から周辺の風景を
一望できること、地上階に特別教室やキッズクラブをお
いて、地域に開放できるプログラムを等価な関係で配列
したことなど、地域開放と学校開放を同時に行える地域
に開かれた学校を目指しています。
　学校建築において重要なことは児童の安全、安心して
通える学校であることはもとより、学校内のすべての場
所においてこども一人一人が自分の居場所のようなもの
を見つけられることではないでしょうか。校舎の外に植
えてある樹種一つとっても、子供たちにとっては発見の
源だと思います。そういう意味ではこの小学校は〝普通〟
の小学校ですが、子供たちの記憶に残るようなさまざま
な場所を感じ、見つけることのできる多様な風景を提供
できる学校です。

柳澤　潤／コンテンポラリーズ・関東学院大学

■工　事　名　称：上菅田笹の丘小学校建替工事及び上菅田
笹の丘コミュニティハウス（仮称）新築
工事（建築工事）

■工　事　場　所：横浜市保土ケ谷区上菅田町
■発　注　者：横浜市
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■階　　　数：地上４階
■構　　　造：ＲＣ造（一部Ｓ造）
■設計・監理：株式会社コンテンポラリーズ
■施　　　工：松尾・風越・石井建設共同企業体
■工　　　期：年９月日～年月日

撮影：有限会社アズプリント／大友洋祐

中庭（みんなの庭） クラスルーム アリーナ


